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「国民年金法施行令等の一部を改正する政令の施行に伴う厚生労働省関係省

令の整備及び経過措置に関する省令」の公布について（通知） 

 

 

国民年金法施行令等の一部を改正する政令の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備及び

経過措置に関する省令（令和３年厚生労働省令第 202号。以下「改正省令」という。）につ

いては、本日公布され、令和４年１月１日に施行するとされたところです。 

改正省令の趣旨及び主な内容は下記のとおりですので、その内容について御了知いただ

くとともに、その実施に遺漏なきようお願いします。 

 

記 

 

第１ 改正省令の趣旨 

近年の視覚障害に関する医学的知見を踏まえ、「国民年金法施行令等の一部を改正す

る政令」（令和３年政令第 303 号。以下「改正政令」という。）により、国民年金法

施行令（昭和 34年政令第 184号。以下「国年令」という。）別表等の改正が行われた

ことを踏まえ、国民年金法施行規則（昭和 35年厚生省令第 12号。以下「国年則」と

いう。）第 33条の２の２第１項並びに厚生年金保険法施行規則（昭和 29年厚生省令

第 37号。以下「厚年則」という。）第 47 条の２の２第１項及び第２項に規定する障

害の状態のうち、視覚障害に係る部分の改正を行うとともに、改正政令の施行に必要

な経過措置を規定するもの。 

殿 



第２ 改正省令の主な内容 

１ 国年則の一部改正（第１条関係） 

改正政令により、国年令別表における障害等級１級の障害の状態が改正されたこと

を踏まえ、国年則第 33条の２の２第１項各号に掲げる障害の状態のうち、視覚障害に

関するものを次のとおりとすること。 

イ 両眼の視力がそれぞれ0.03以下のもの 

ロ 一眼の視力が0.04、他眼の視力が手動弁以下のもの 

ハ ゴールドマン型視野計による測定の結果、両眼のＩ／４視標による周辺視野角度

の和がそれぞれ80度以下かつＩ／２視標による両眼中心視野角度が28度以下のもの 

ニ 自動視野計による測定の結果、両眼開放視認点数が70点以下かつ両眼中心視野

視認点数が20点以下のもの 

 

 

２ 厚年則の一部改正（第２条関係） 

⑴ 改正政令により、国年令別表における障害等級１級の障害の状態が改正されたこ

とを踏まえ、厚年則第 47条の２の２第１項各号に掲げる障害の状態のうち、視覚障

害に関するものを次のとおりとすること。 

イ 両眼の視力がそれぞれ 0.03以下のもの 

ロ 一眼の視力が 0.04、他眼の視力が手動弁以下のもの 

ハ ゴールドマン型視野計による測定の結果、両眼のＩ／４視標による周辺視野角

度の和がそれぞれ 80度以下かつＩ／２視標による両眼中心視野角度が 28度以下

のもの 

ニ 自動視野計による測定の結果、両眼開放視認点数が 70 点以下かつ両眼中心視

野視認点数が 20点以下のもの 

 

⑵ 改正政令により、国年令別表における障害等級２級の障害の状態が改正されたこ

とを踏まえ、厚年則第 47条の２の２第２項各号に掲げる障害の状態のうち、視覚障

害に関するものを次のとおりとすること。 

イ 両眼の視力がそれぞれ 0.07以下のもの 

ロ 一眼の視力が 0.08、他眼の視力が手動弁以下のもの 

ハ ゴールドマン型視野計による測定の結果、両眼のＩ／４視標による周辺視野角

度の和がそれぞれ 80度以下かつＩ／２視標による両眼中心視野角度が 56度以下

のもの 

ニ ゴールドマン型視野計による測定の結果、求心性視野狭窄又は輪状暗点がある

ものについて、Ｉ／２視標による両眼の視野がそれぞれ５度以内のもの 

ホ 自動視野計による測定の結果、両眼開放視認点数が 70 点以下かつ両眼中心視

野視認点数が 40点以下のもの 

 

 



３ 改正政令の施行に関する経過措置関係 

改正政令では、改正政令の施行に伴って障害等級が上昇する者による額改定請求等

を可能にするため、経過措置を設けているところ、当該額改定請求等の手続について、

下記(１)から(８)までに関する規定その他所要の規定を設けること。 

 

⑴ 改正政令附則第２条第２項の規定による障害基礎年金の額改定請求は、国年則第

33条第１項各号に掲げる事項を記載した請求書に、同条第２項各号に掲げる書類等

を添え、日本年金機構に提出することによって行わなければならないこと。（改正

省令第３条第１項及び第２項関係） 

 

⑵ 改正政令附則第３条第３項の規定による障害厚生年金の額改定請求は、厚年則第

47条第１項各号に掲げる事項を記載した請求書に、同条第２項各号に掲げる書類等

を添え、日本年金機構に提出することによって行わなければならないこと。（改正

省令第４条第１項及び第２項関係） 

 

⑶ 改正政令附則第３条第６項の規定による障害厚生年金の支給の請求は、厚年則第

44条第１項各号に掲げる事項を記載した請求書に、同条第２項各号に掲げる書類等

を添え、日本年金機構に提出することによって行わなければならないこと。（改正

省令第４条第４項及び第５項関係） 

 

⑷ 改正政令附則第３条第３項の規定による障害共済年金（厚生年金保険法等の一部

を改正する法律（平成８年法律第 82号）附則第 16条第３項の規定により厚生年金

保険の実施者たる政府が支給するものとされた年金たる給付に限る。）の額の改定

の請求は、厚生年金保険法施行規則等の一部を改正する等の省令（平成９年厚生省

令第 31号）附則第 31条第１項各号に掲げる事項を記載した請求書に、同条第２項

各号に掲げる書類等を添え、日本年金機構に提出することによって行わなければな

らないこと。（改正省令第５条第１項及び第２項関係） 

 

⑸ 改正政令附則第４条第２項の規定による障害年金の額の改定の請求は、独立行政

法人医薬品医療機器総合機構法施行規則（平成 16年厚生労働省令第 51号）第７条

第１項第１号及び第３号に掲げる事項を記載した請求書に、同条第２項各号に掲げ

る書類を添え、独立行政法人医薬品医療機器総合機構に提出することによって行わ

なければならないこと。（改正省令第６条第１項及び第２項関係） 

 

⑹ 改正政令附則第４条第２項の規定による障害児養育年金の額の改定の請求は、

独立行政法人医薬品医療機器総合機構法施行規則第９条第１項第１号、第２号及び

第４号に掲げる事項を記載した請求書に、同条第２項各号に掲げる書類を添え、独

立行政法人医薬品医療機器総合機構に提出することによって行わなければならな

いこと。（改正省令第６条第３項関係） 



⑺ 改正政令附則第５条第２項の規定による移行障害共済年金の額の改定の請求は、

厚生年金保険法施行規則等の一部を改正する省令（平成 14年厚生労働省令第 27号）

附則第 25 条第１項各号に掲げる事項を記載した請求書に、同条第２項各号に掲げ

る書類等（同項第１号に掲げる書類等については、当該請求書を提出する日前３月

以内に作成されたものに限り、同項第２号に掲げる書類等については、当該請求書

を提出する日前１月以内に作成されたものに限る。）を添え、日本年金機構に提出

することによって行わなければならないこと。（改正省令第７条第１項及び第２項

関係） 

 

⑻ 改正政令附則第７条の規定による特別障害給付金の額の改定の請求は、特定障害

者に対する特別障害給付金の支給に関する法律施行規則（平成 17 年厚生労働省令

第 49号）第５条第１項各号に掲げる事項を記載した請求書に、同条第２項各号に掲

げる書類等（同項第２号及び第３号に掲げる書類等については、当該請求書を提出

する日前３月以内に作成されたものに限る。）を添え、日本年金機構に提出するこ

とによって行わなければならないこと。（改正省令第８条第１項及び第２項関係） 

 

 

第３ 施行期日 

改正省令は、令和４年１月１日から施行するものとすること。 
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法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
民
年
金
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。





一

両
眼
の
視
力
が
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
〇
三
以
下

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣
の

も
の

一

両
眼
の
視
力
の
和
が
〇
・
〇
四
以
下

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣
の
も
の

二娣

一
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
四
、
他
眼
の
視
力
が

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

手
動
弁
以
下
の
も
の

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣

（
新
設
）

三娣

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
型
視
野
計
に
よ
る
測
定
の
結

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

果
、
両
眼
の
Ｉ
／
四
視
標
に
よ
る
周
辺
視
野
角

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

度
の
和
が
そ
れ
ぞ
れ
八
〇
度
以
下
か
つ
Ｉ
／
二

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

視
標
に
よ
る
両
眼
中
心
視
野
角
度
が
二
八
度
以

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

下
の
も
の

娣
娣
娣
娣
娣

（
新
設
）

四娣

自
動
視
野
計
に
よ
る
測
定
の
結
果
、
両
眼
開

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

放
視
認
点
数
が
七
〇
点
以
下
か
つ
両
眼
中
心
視

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

野
視
認
点
数
が
二
〇
点
以
下
の
も
の

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣

（
新
設
）

五娣
〜
十
一
娣娣娣

（
略
）

二娣
〜
八娣

（
略
）

た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
以
後
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
い
ず
れ
か
の
状
態
に
至
つ
た
場
合
（
第
八
号

娣
娣
娣
娣娣

に
掲
げ
る
状
態
に
つ
い
て
は
、
当
該
状
態
に
係
る

障
害
の
範
囲
が
拡
大
し
た
場
合
を
含
む
。
次
項
に

お
い
て
同
じ
。）と
す
る
。

た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
以
後
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
い
ず
れ
か
の
状
態
に
至
つ
た
場
合
（
第
五
号

娣
娣
娣
娣娣

に
掲
げ
る
状
態
に
つ
い
て
は
、
当
該
状
態
に
係
る

障
害
の
範
囲
が
拡
大
し
た
場
合
を
含
む
。
次
項
に

お
い
て
同
じ
。）と
す
る
。

２

法
第
五
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
場
合
で
あ
つ
て
、
障
害
の
程
度
が

障
害
等
級
の
三
級
に
該
当
す
る
者
に
係
る
も
の

は
、
障
害
厚
生
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
日
又

は
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
実
施
機
関
の
診
査

を
受
け
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
以
後
、
前
項
各

号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
状
態
又
は
次
の
各
号
に

掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
状
態
に
至
つ
た
場
合
と
す

る
。

２

法
第
五
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
場
合
で
あ
つ
て
、
障
害
の
程
度
が

障
害
等
級
の
三
級
に
該
当
す
る
者
に
係
る
も
の

は
、
障
害
厚
生
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
日
又

は
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
実
施
機
関
の
診
査

を
受
け
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
以
後
、
前
項
各

号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
状
態
又
は
次
の
各
号
に

掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
状
態
に
至
つ
た
場
合
と
す

る
。

一

両
眼
の
視
力
が
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
〇
七
以
下

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣
の

も
の

一

両
眼
の
視
力
の
和
が
〇
・
〇
五
以
上
〇
・
〇

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

八
以
下

娣
娣
娣
娣娣
の
も
の

二娣

一
眼
の
視
力
が
〇
・
〇
八
、
他
眼
の
視
力
が

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

手
動
弁
以
下
の
も
の

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣

（
新
設
）

（
削
る
）

二娣

八
等
分
し
た
視
標
の
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
に
つ

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

き
測
定
し
た
両
眼
の
視
野
が
そ
れ
ぞ
れ
五
度
以

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

内
の
も
の

娣
娣
娣
娣
娣

三

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
型
視
野
計
に
よ
る
測
定
の
結

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

果
、
両
眼
の
Ｉ
／
四
視
標
に
よ
る
周
辺
視
野
角

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

度
の
和
が
そ
れ
ぞ
れ
八
〇
度
以
下
か
つ
Ｉ
／
二

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

視
標
に
よ
る
両
眼
中
心
視
野
角
度
が

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
五
六
度
以

下
の
も
の

三

両
眼
の
視
野
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
度
以
内
の
も

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

の
、
か
つ
、
八
等
分
し
た
視
標
の
そ
れ
ぞ
れ
の

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

方
向
に
つ
き
測
定
し
た
両
眼
の
視
野
の
合
計
が

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

そ
れ
ぞ
れ

娣
娣
娣
娣
娣
五
六
度
以
下
の
も
の

四娣

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
型
視
野
計
に
よ
る
測
定
の
結

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

果
、
求
心
性
視
野
狭

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣

窄さ
く

又
は
輪
状
暗
点
が
あ
る

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

も
の
に
つ
い
て
、
Ｉ
／
二
視
標
に
よ
る
両
眼
の

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

視
野
が
そ
れ
ぞ
れ
五
度
以
内
の
も
の

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣

（
新
設
）

五娣

自
動
視
野
計
に
よ
る
測
定
の
結
果
、
両
眼
開

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

放
視
認
点
数
が
七
〇
点
以
下
か
つ
両
眼
中
心
視

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣娣

野
視
認
点
数
が
四
〇
点
以
下
の
も
の

娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣
娣

（
新
設
）

六娣
〜
十
六
娣娣娣

（
略
）

四娣
〜
十
四
娣娣娣

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報

第
二
章

経
過
措
置

（
障
害
基
礎
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

国
民
年
金
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
三
年
政
令
第
三
百
三
号
。
以
下
「
改
正
令
」
と
い

う
。）附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
の
額
の
改
定
の
請
求
は
、
国
民
年
金
法
施
行
規
則
第
三
十

三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
日
本
年
金
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）に
提
出
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
請
求
書
に
は
、
国
民
年
金
法
施
行
規
則
第
三
十
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
等
を
添
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

第
一
項
の
請
求
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
（
そ
の
障
害
の
程
度
が
改
正
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
国
民
年
金
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
八
十
四
号
。
以
下
「
旧
国
年
令
」
と
い
う
。）別
表
に
定
め
る
二

級
の
障
害
の
状
態
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
同
時
に
当
該
障
害
基
礎
年
金
と
同
一

の
支
給
事
由
に
基
づ
く
障
害
厚
生
年
金
（
厚
生
労
働
大
臣
が
支
給
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
に
お

い
て
同
じ
。）の
受
給
権
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
障
害
厚
生
年
金
に
係
る
改
正
令
附
則
第
三
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
請
求
に
併
せ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
請
求
書
に
記
載
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
事
項
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
請
求
書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
書
類
等

の
う
ち
当
該
障
害
厚
生
年
金
の
年
金
額
改
定
請
求
書
に
記
載
し
、
又
は
添
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
の
請
求
書
に
記
載
し
、
又
は
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
請
求
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が
同
時
に
当
該
障
害
基
礎
年
金
と
同
一
の
支
給
事
由
に
基
づ
く

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
八
十
二
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
条
第
一
項

に
お
い
て
「
平
成
八
年
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
の
実
施
者
た
る

政
府
が
支
給
す
る
も
の
と
さ
れ
た
年
金
た
る
給
付
又
は
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制

度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
一

号
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
条
第
三
項
に
お
い
て
「
平
成
十
三
年
統
合
法
」
と
い
う
。）附
則
第
十
六
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
の
実
施
者
た
る
政
府
が
支
給
す
る
も
の
と
さ
れ
た
年
金
た
る
給
付
（
平
成
八
年
改
正
法
附

則
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
年
金
た
る
給
付
の
う
ち
障
害
共
済
年
金
（
第
五
条
に
お
い
て
単
に
「
障
害
共
済
年

金
」
と
い
う
。）又
は
平
成
十
三
年
統
合
法
附
則
第
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
移
行
農
林
共
済
年
金
の
う
ち
障
害
共

済
年
金
（
第
七
条
に
お
い
て
「
移
行
障
害
共
済
年
金
」
と
い
う
。）に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
厚

生
年
金
保
険
の
実
施
者
た
る
政
府
が
支
給
す
る
障
害
共
済
年
金
」
と
総
称
す
る
。）の
受
給
権
を
有
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
厚
生
年
金
保
険
の
実
施
者
た
る
政
府
が
支
給
す
る
障
害
共
済
年
金
に
係
る
改
正
令
附
則
第
三
条
第
三
項

又
は
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
併
せ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の

請
求
書
に
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
請
求
書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
た
書
類
等
の
う
ち
当
該
厚
生
年
金
保
険
の
実
施
者
た
る
政
府
が
支
給
す
る
障
害
共
済
年
金
の
年
金
額

改
定
請
求
書
に
記
載
し
、
又
は
添
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項

の
請
求
書
に
記
載
し
、
又
は
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

５

第
一
項
の
請
求
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が
同
時
に
当
該
障
害
基
礎
年
金
と
同
一
の
支
給
事
由
に
基
づ
く

障
害
共
済
年
金
（
厚
生
年
金
保
険
の
実
施
者
た
る
政
府
が
支
給
す
る
障
害
共
済
年
金
を
除
く
。）の
受
給
権
を
有
す
る

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
障
害
共
済
年
金
に
係
る
改
正
令
附
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
行
っ
た
と
き

は
、
第
一
項
の
請
求
を
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

６

第
一
項
の
請
求
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が
同
時
に
当
該
障
害
基
礎
年
金
と
同
一
の
支
給
事
由
に
基
づ
く

障
害
厚
生
年
金
（
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
二
条
の
五
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四

号
ま
で
に
定
め
る
者
が
支
給
す
る
も
の
に
限
る
。）を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
障
害
厚
生
年
金
に
係
る
改
正

令
附
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
行
っ
た
と
き
は
、
第
一
項
の
請
求
を
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。


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（
障
害
厚
生
年
金
の
額
の
改
定
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

改
正
令
附
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
厚
生
年
金
の
額
の
改
定
の
請
求
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
施

行
規
則
第
四
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
機
構
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
請
求
書
に
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
第
四
十
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
等
を
添
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
請
求
は
、
障
害
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
（
そ
の
障
害
の
程
度
が
旧
国
年
令
別
表
に
定
め
る
二
級
の
障
害

の
状
態
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。）が
同
時
に
当
該
障
害
厚
生
年
金
と
同
一
の
支
給
事
由
に
基
づ
く
障
害
基
礎
年
金
の

受
給
権
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
令
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
併
せ
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
請
求
書
に
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
項
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り

第
一
項
の
請
求
書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
書
類
等
の
う
ち
当
該
障
害
基
礎
年
金
の
年
金
額
改
定

請
求
書
に
記
載
し
、
又
は
添
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
の
請
求
書
に
記
載

し
、
又
は
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

４

改
正
令
附
則
第
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
厚
生
年
金
の
支
給
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
年

金
保
険
法
施
行
規
則
第
四
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

５

前
項
の
請
求
書
に
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
第
四
十
四
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
等
を
添
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
厚
生
年
金
保
険
の
実
施
者
た
る
政
府
が
支
給
す
る
障
害
共
済
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

改
正
令
附
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
の
額
の
改
定
の
請
求
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
施

行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
省
令
（
平
成
九
年
厚
生
省
令
第
三
十
一
号
）
附
則
第
三
十
一
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
請
求
書
に
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
省
令
附
則
第
三
十
一
条
第
二
項

各
号
に
掲
げ
る
書
類
等
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
請
求
は
、
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
（
そ
の
障
害
の
程
度
が
旧
国
年
令
別
表
に
定
め
る
二
級
の
障
害

の
状
態
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。）が
同
時
に
当
該
障
害
共
済
年
金
と
同
一
の
支
給
事
由
に
基
づ
く
障
害
基
礎
年
金
の

受
給
権
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
令
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
併
せ
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
請
求
書
に
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
項
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り

第
一
項
の
請
求
書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
書
類
等
の
う
ち
当
該
障
害
基
礎
年
金
の
年
金
額
改
定

請
求
書
に
記
載
し
、
又
は
添
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
の
請
求
書
に
記
載

し
、
又
は
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
請
求
は
、
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
（
そ
の
障
害
の
程
度
が
改
正
令
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
十
号
）
別
表
第
一
に
定
め
る
障
害
の
状
態
に
該
当
す
る
者

に
限
る
。）が
同
時
に
当
該
障
害
共
済
年
金
と
同
一
の
支
給
事
由
に
基
づ
く
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
有
す
る
場
合

で
あ
っ
て
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
当
該
障
害
基
礎
年
金

の
裁
定
請
求
に
併
せ
て
行
わ
れ
る
と
き
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
請
求
書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
た
書
類
等
の
う
ち
当
該
障
害
基
礎
年
金
の
裁
定
請
求
書
に
添
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
の
請
求
書
に
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
等
の
改
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

改
正
令
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四
年

法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
障
害
年
金
又
は
同
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
の
障
害
年
金
の

額
の
改
定
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
施
行
規
則
（
平
成
十
六

年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
独
立

行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
請
求
書
に
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
施
行
規
則
第
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る

書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
障
害
児
養
育
年

金
又
は
同
法
第
二
十
条
第
一
項
第
三
号
の
障
害
児
養
育
年
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項

中
「
第
七
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
」
と
、

第
二
項
中
「
第
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
移
行
障
害
共
済
年
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

改
正
令
附
則
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
移
行
障
害
共
済
年
金
の
額
の
改
定
の
請
求
は
、
厚
生
年
金
保
険

法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
七
号
）
附
則
第
二
十
五
条
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

前
項
の
請
求
書
に
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
附
則
第
二
十
五
条
第
二
項
各
号

に
掲
げ
る
書
類
等
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
請
求
書
を
提
出
す
る
日
前
三
月
以
内
に
作

成
さ
れ
た
も
の
に
限
り
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
請
求
書
を
提
出
す
る
日
前
一
月
以
内

に
作
成
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）及
び
年
金
手
帳
そ
の
他
の
基
礎
年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を

添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
請
求
は
、
移
行
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
（
そ
の
障
害
の
程
度
が
、
改
正
令
第
五
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
平
成
十
三
年
統
合
法
附
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
厚

生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合

法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令（
平
成
十
四
年
政
令
第
四
十
三
号
）

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
二
十
八

号
。
次
項
に
お
い
て
「
旧
廃
止
前
農
林
共
済
令
」
と
い
う
。）別
表
第
一
に
定
め
る
二
級
の
障
害
の
状
態
に
該
当
す
る

者
に
限
る
。）が
同
時
に
当
該
移
行
障
害
共
済
年
金
と
同
一
の
支
給
事
由
に
基
づ
く
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
有
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
令
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
併
せ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
請
求
書
に
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
項
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
請
求

書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
書
類
等
の
う
ち
当
該
障
害
基
礎
年
金
の
年
金
額
改
定
請
求
書
に
記
載

し
、
又
は
添
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
の
請
求
書
に
記
載
し
、
又
は
添
え

る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
請
求
は
、
移
行
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
（
そ
の
障
害
の
程
度
が
旧
廃
止
前
農
林
共
済
令
別
表
第
一

に
定
め
る
三
級
の
障
害
の
状
態
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。）が
同
時
に
当
該
移
行
障
害
共
済
年
金
と
同
一
の
支
給
事
由

に
基
づ
く
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
有
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
国
民
年
金
法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
当
該
障
害

基
礎
年
金
の
裁
定
請
求
に
併
せ
て
行
わ
れ
る
と
き
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
請
求
書
に
添
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
書
類
等
の
う
ち
当
該
障
害
基
礎
年
金
の
裁
定
請
求
書
に
添
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
の
請
求
書
に
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

（
特
別
障
害
給
付
金
の
額
の
改
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条

改
正
令
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
障
害
給
付
金
の
額
の
改
定
の
請
求
は
、
特
定
障
害
者
に
対
す
る
特

別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
九
号
）
第
五
条
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
機
構
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
請
求
書
に
は
、
特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
五
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
等
（
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
請
求
書
を
提
出
す
る

日
前
三
月
以
内
に
作
成
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。




